









To design a new JSL program for the college students, teacher A (author) took some 
notes in 2001. 
In this paper, “teachers’ beliefs” was examined by the data which taken from these 
notes. From the data, we find that the teacher held various types of “teachers’ beliefs”, 
and some of them were on the conflicting viewpoints. 
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表 1 データに多く現われたことば 
11 自己  9 コミュニケーション  8 ききとり  7 使う  6 理解する 
 6 日本語  6 実際  6 インフォーマル  5 文法  4 発見 
 4 場  4 指示  4 曲  4 気付き  4 学習者 
 4 学び  4 フォーマル  4 ことば  3 身体  3 不安 
 3 発音  3 文化的要素  3 状況  3 準備  3 誤用 
 3 距離  3 サブ・カルチャー  3 学生  3 依頼  3 観察 
＊単語の前の数字はそれぞれの単語の重なり数を表す。重なりが 2つ以下のものは省略した。 
 








表 2 「自己」を含む表現 
a 自己紹介（3箇所）・自己開示             
b 自己学習能力・自己発見               
c 他者と自己との相違についての認識・自己発見・自他理解 
d 自分の態度                       























グループ 1 コミュニケーション・使う・実際・場・状況 29 
グループ 2 学習者・学び・気付き・発見・観察（3箇所） 19 
グループ 3 ききとり・理解 14 
グループ 4 フォーマル・インフォーマル・距離 13 
グループ 5 日本語・ことば 10 
グループ 6 発音・身体・曲 10 
グループ 7 文法・誤用  8 












































a あなたは をつかわずに   （話を続ける練習）          
b コミュニケーション能力でなく（個々の日本語の修正をどうするか） 
c 一方的にあたえるのではなく （学習者が気付くステップが重要）  
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